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第1章 緒 言

抗 酸 性 菌 は他 の一般 細 菌 に較 べ る と甚 だ 強 力 な エ ス テ

ラ ー ゼ作 用 を有 し て い る｡人 型 結 核菌｡牛 型 結 核 菌｡

B・C.G.｡恥 垢 菌 ・チ モ テ ー菌 の エ ス テ ラ ーゼ は 加熱 に

よつ て 破 壊 せ られ る が,鳥 型 菌 に属 す る菌 株 の エ ステ ラ

ーゼ は加 熱 に対 して 甚 だ安 定 で あ り,pH7.0,100｡C10

分 の 加熱 に よつ て約30・y60%の 活 性 を 残 して い る｡わ

れ わ れ は 第1報 に お い て,前 者 を 非 耐 熱 性 エ ステ ラ ーゼ

(EsteraseI、,後 者 の加 熱 に よつ て不 活 性 化 しない エ ス

テ ラ ーゼ を 耐熱 性 エ ステ ラ ー ゼ(EsteraseE)と 名 付 け,

そ の お の お の を無 細 胞 状 態 に抽 出 し,そ の 酵 素 化 学的 性

状 を検 討 した擁)｡本 報 にお い ては,鳥 型 菌 の 有 す る耐熱

性 エ ステ ラー ゼ の培 養 条 件 に よ る耐熱 性 の 変 化 を検 討 す

る と と もに,EsteraseI,EsteraseIIIの 墓 質特 異 性 及

び エ ステ ラー ゼ の分 離 精 製 に関 して2～3の 実 験 を試 み

たo

第2章 実 験 方 法

エ ステ ラー ゼ作 用 の 測 定 には 前 回 と 同 様,Ronau・

Rasllitzkiの 方 法2)に 準 じてWarburgの 検 圧法 を用 い

た｡酵 素液 と しては 菌 液 及 び 前 報 の方 法 に よ り鳥 型 菌 ・

チ モ テ ー菌 よ り抽 出 した 粗 酵 素 液 を 用 い た｡す な わ ち グ

リセ リン ブイ ヨ ンに液 面 発 育 した 鳥 型 菌(竹 尾 株)菌 体 を

アセ トンで3回,ア セ トンエ ーテ ル 等 量 混 合液 で2回,

更 にエ ーテ ル で2回 脱 脂 乾 燥 し,ガ ラ ス粉 末 う(は石英 砂

と混 じ充 分 磨 砕 して,こ れ を ヲ4Nア ン モ ニ ア水 で低 温

抽 出(一 夜 冷蔵 庫 内 放 置),遠 心 沈 澱 に よ り菌 体 を 除 き,

更 に カ ラ ス粉 末 の薄 層 て 濾 過 し,無 細 胞状 態 と した もの

を鳥 型 薦 粗 酵 素 液 と した｡叉,グ リセ リン ブイ ヨ ンに発

育 した チ モ テ ー}}、を ア セ トン,ド ラ イ ア イ スに よ り凍結

融 解 を繰 返 し(約20回),こ れ をi/4Nア ンモ ニ ア水 で抽

出,以 下 鳥 型 菌 と同 様 の方 法 で 菌体 を 除去 した もの を チ

モ テ ー菌 粗 酵 謙 液 と して用 い た｡基 質 はtr{butyrin,tri-

acetin,ethylbutyyate,amylbutyrate,buty1}}ellz(ルate,

butylpropionate,ethyIi}-valerate,methYlacetate,

ethylacetateを 用 い た｡基 質 の終 末 濃 度 はtributyrin

は1/59M,他 は す べ てY5Mで 行 つ た｡反 応 のpHは

7・6(掘aeetinの み はpH7.0)と し,緩 衝 液 は重 曹 一炭

酸 緩衝液 を用 い,Umbreit3)の 表 に従 い重菌濃度 を変え

ることによつ て所要 のpHを 得た｡測 定はすべ て37｡C

で行つた｡

第3章1験 成 績

第1節 耐熱性 につ いて

(1)培 養条件 と耐熱性:tributyrinを 基 質 とした場合,

鳥型菌 のエ ステラーゼ作用は培地 の種類や培養 日数の如

何 にかかわらず常 に一定 の耐熱性 を示 してい る｡(第1

表,第2表)｡従 つ てこの耐熱性 エステラーゼ(tributy一

第1表 培 養 条 件 と耐 熱 牲

(1)(培 養 日数 と耐 熱 性 の 変 化)

酵 素 液 と して は,種 々の 培 養 日数 にお け る鳥 型 菌浮 游

液0.2mlilE用 い,基 質 はt}'ibutyrin(終 末 濃 度1/5｡M)

を用 い たo温 度370C,pH7｡6

レ リセ リ ンブ イ ヨン L莚 巌 氏培 地

培 蜘 数1357}・ ・1・咽 ・13i5レi・6

墨 十1辮雛糠 マ1麹饗
NQC・2:塑 隣 議 議 盤 禦)

鼎 耐熱度:100｡C10分 加熱後
,残 存 した酵素活性 の1

非加熱酵素の酵索活 性…に対 す る百分 率(%)

第2表 培 養条件 と耐熱性

(2)(培 地の種類 と耐熱性 の変化)

菌株=鳥 型菌 竹尾株,実 験条件 は第1表 に同 じ ・
豊__一 一一._=二_..____一 一

培 地 替 劃QC・ ・1耐鞭

グ リセ リンブ イ ヨ ン

グ リセ リ ン寒天

岡 ・片倉 卵培 地

グ ル コ ース培 地 曇

Dubos培 地

Dnbos(Tw'eell60)難 培 地

キ ル ヒナ ー氏 無 蛋 白培 地
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管 キ ル ヒ ナ ー氏無 蛋 白培 地 よ りグ リセ リン を除 き,プ

ド・-twを3%の 割合K加 え た もの

xeeDubos培 地 のTwee1180の か わ りにTweeR60を

用 い た もの
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xinase)の 存在 は鳥型菌 に個有の ものであ り,物 質

代謝の面か らの菌型鑑 別に応用す ることができるの｡

(2)加 熱 とpHの 影響:鳥 型菌 粗酵素 の酵素活性

に及ぼす加熱 とpHの 影響 をみ るために,次 の実験

を行つた｡粗 酵素液5mlを ソ、oNアンモニア水又は

1んR酢 酸溶液 で一一定 のpHと し,小 型 アンプルに

封入,所 要の温度に保 つた湯浴中 で10分 間加熱 し,

直 ちに冷却,内 液を1んN酢 酸溶液 又は1んNア ン

モニア水でpH7.6に 修正,蒸 溜水で全量10mlと

した ものを加熱粗酵素液 とする｡対 照 としては,粗

酵素液5mlを 蒸溜水 で全量10mlに 稀釈 した もの

を用いた｡鳥 型菌粗酵素の鰍熱性 はアル カ リ側 にお

いて著明であ り,酸 性側における加熱 には比較 的不

安定である(第1図)｡

第1図｡

粗酵素液 に対す る加熱 とpHの 影響

実験条件:酵 素液0.5ml,
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ml,0｡04M重 曹 力日 ンゲ ル液1・4ml,ガ ス 腔 を5%CO2

加N2で 充 す(pH7.6)｡活 性 度 は,非 加 熱 酵 素 の酵 素
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(3)耐 熱性 と基質特異性:チ モテー薗 々液及 び鳥型菌

粗1酵素液を用い,tributyrin,methylacetateを 基質 と

した場合の耐熱性を比較す る と,チ モテー菌のエ ステラ

ーゼ作用はいずれのエ ステルに対 しても耐熱性 を示 さず

70～80｡C10分 加熱 に よつ て不活性化す るが,鳥 型菌 に

おいては一定 の耐熱性を示 し,その うちmethylaeetate

の分解力は比較的熱 に不安定であ るが,tributyrh}分 解

力は著明 な耐熱 性を示 し～100｡C10分 加熱 になお80%

の活性 を残 してい る(第2図)｡鳥 型菌粗酵素の両エ ステ

ル分解力 に対す る耐熱性の差異は酵素 の加熱時間を長 く

した場合,更 に明確 に示 され る｡す なわち,pH7.0で

100｡Cに 加熱 する とmethylacetate分 解力は20分 で

完全 に破壊 され るが,tributyrin分 解力は60分 加熱 に

よつ てなお20%の 活 性を残 している(第3図)｡こ の事

実は鳥型菌 のエステラ』ゼは単 一の ものでな く・少な く

とも二種以上 の酵素 の混在 してい ることを想像せ しめ る,

ので,更 に次の如 く解 析を試みた｡

第2図 耐 熱 性 の基 質 に よ る差 異

酵 素 加 熱 時 のpHは7・0,酵 素 液(チ モテ ー菌液,鳥 型 菌

粗 酵 素 液):K-O.5ml,塾 質 終末 濃 度tribatyrinはV5｡M.,

Methylacetateは1/5M・,測 定pH7.6,37｡G活 性 度

は第1図 に同 じ
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第3図 鳥型菌粗酵素の耐熱性

鳥型菌粗酵素 をPH7.0で100｡Cに 加熱,一 定時 間

後0.5mlを とり酵素活性 を測定｡実 験条件は第2図 に

同 じ
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第2節 鳥 型菌 エ ステ ラ ーゼ につ いて

(1)基 質 特 異 性i:鳥 型 菌粗 酵 素 はtributyrin,・}netyl

aeetate,benzylacetate等 を も分 解 す るが,Ch・1ines-

terase作 用 は な い｡Tween80(Poly｡xyethyle・ ・eS◎rbi｡

taBMonooleate),Tween60(生 》01yGxyethyleロeS◎rbi-

tanMonostearate)も(raffの 存 在 の も とに分解 せ られ

るが,tTibutyrinに 較 べ る と分 解 速 度 が極 め て 遅 い｡

tributyr五n,methylacetateを 基 質 と した 場 合 の ミカ エ

リス恒 数 は それ ぞれ8・8×10"3M,2・5×10'2Mで あ り・至

適pHは そ れ ぞ れ8.0,7.6で あ る｡粗 酵素 の 耐熱 性 と

基 質 構 造 の 関係 は,第3表 に示 す如 く,酪 酸｡プ ロ ピオ

ン酸 ・ヴア レ リア ン酸 の エ ステ ル分 解 作 用 はtributyrin

の 場 合 と同様 に極 め て強 い耐熱 性 を示 してい る奪 これ に

反 し,酢 酸 エ ステ ル の分 解 力 は前 者 に較 べ る とす べ て熱

に対 して 比 較 的 不 安定 で あ る◎Foder等5)・6)の は豚 の

膵 臓 ホモ ヂ ネ ー トを用 い て,そ の 耐熱 性(60｡C25分 に

耐 え る),耐 アル カ リ性 に よつ て グ リセ ライ ドを水 解 す

る酵 素 と,1価,2価 ア ル コ ール の エ ステ ル を水 解 す る
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酵素 の二 種が存在す る ことを認め,そ の醍熱 性はエ ステ

ル を形成 しているアル コール側 に関係 があ り,グ リセラ

イ ドのみ に認め られ ると述べてい るが,鳥 型菌 の場合 は

Fodeご 等の成績 と異つて,エ ステルを形成 している酸根

と関係が あ りアルコマル側には関係 しない｡

第3表 鳥型菌エステ ラーゼの基質 に よる

耐熱性の差異

酵 素液 海 型菌粗酵素液 をpH7・0,100・C10分, .30

分,60分 加熱 し,冷 却後 それぞれO.5mlを とり,各 基

質 に対す る活性度 を測定す る

実験条件は本文記載 の通 りで ある｡数 値は非加熱 酵棄
の酵索活性 に対す る加熱酵素 の活性度(%)を 現す

(一 は実験 を行 つていたい)

鼠
＼

基
.

tribiユtyri雲 葦

ethylb℃ 韮tyrttte

an}y2b鷺tyrate

L電ylbenzo我te

bu重yユpr◎pionate

αhy1職lo澱te

triacetiR

ethylacettしte

methylacet礁

bcnzylacetate

1000Cカ ロ 熱

㌧ ル｡塩 酸 キ 柔 一 ネ も同様 に酪 酸 エ ス テ ル分 解 を 強 く阻

害 す る(第6表)｡す なわ ち,こ の 酵 素 に よ る酪 酸 エ ス テ

ル水 解 力 と酢 酸 エ ス テル 水 解 力 に及 ぼ す 加 熱 の 影 響 は 明

らか に異 つ て お り,両 者 は 又,阻 害 剤 に対 す る態 度 か ら

も区 別 され る｡燃

第4図 オ レイ ン酸 阻 害 とCa卦 の 影 響

酵 棄:鳥 型 菌 粗 酵 素 液o.2"～ 」,墓 質:tributyrin(終

末 濃 度1/5｡M)測 定 はpH7.6,37｡Cで 行 つ た｡(a)対

照(オ レイ ン酸 ソ ー ダ,CaCI2を 添 加 せ ず)o(b)オ レイ

ン酸 ソ ー ダ添 加(終 末 濃 度V働M)｡(C),(d),(e)は オ

レイ ン酸 ソ ー ダ添 加 酵 素(終 末濃 度 ヲ80｡M)に 更 にCaCl2

を5,10,20yM加 え た｡(f)はCaCI2の み5μM添

加 せ る もの
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第4表 脂 肪 酸 の 影 響

酵 素:鳥 型 菌粗 酵 素 液0.5ml,墓 質:tributyrin(終

末 濃 度i/seM),Ca井 の 影 響 を き け るた め リ ンゲ ル氏 液

の か わllに0・04M重 曹 加0.9%食 塩 水 を用 い,ガ ス腔

を5%CO2加N2で 充 した(pll7.6と な る)

数 値 は脂 肪 酸 を添 加 しな い場 合 の酵 素 活 性 を100と し

た 時 の,添 加 した場 合 の活 性 度(%)を 現 す

あ
a再 藏(奮)

3e'

第5表 鳥型菌エ ステ ラーゼの各種 エステル水

解 力に及ぼす オレイン酸 の影響

酵素液:鳥 型菌粗酵素液,基 質:表 中記載の もの を用

い,そ の他の実験 条件 は第4表 に準 じて行つ た｡数 値は

オ レイン酸非添加酵 索に対ナ る添加酵素 の活性度(%)を

示す

尺 ご

＼終末濃度、

㍉

脂 肪酸 ＼ ＼

甥

酸
誰

誕

露

客

ン
酪

力

力

1xIO-25×10-32.5×1{}-31>(19-35XlO一4
基

＼ぞツ イン酸終末濃度
＼質 ＼

一.

7

34

100

100

100

16

45

100

100

100

24

46

100

100

100

36

54

100

100

100

42

59

100

100

100

t】ribut=yrin

ethylbutyrate

amylbutyrate

butyユbenzeate

bntylpropionate

ethylx'alerate

(2)阻 害剤の影響:tributyrinを 基質 とした場 合,オ

レイン酸 ・ウンデシレ ン酸 は著明 な阻害作用 を示すが
,

酪酸 ・プロピオ ン酸 ・カプロン酸 は無影響 である(第4

表)oオ レイ ン酸阻害 はCa卦 の微 量添加 によ り或程度

除去 され る(笛4図)｡ア ルブ ミンも同様 にオレイン酸の

阻害 を除去す るが,そ の程度はc雄 に較べ るとは るか

に弱 い｡各 種エ ステルの分解 に対 す るオ レイ ン酸の影響

は特異的であ り,酪 酸 ・7ロ ピオ ン酸 のヴァレ リアン酸

等 のエス テルの分解 を強 く阻害す るが,酢 酸 エステルの

分 解に対す る影響は少 ない(第5表)｡ヨ ー ド｡ア トキシ
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第6表 鳥 型 菌r・ス テ ラー ゼ に対 す る阻 害 剤 の 影響

酵 素 液:鳥 型菌 粗 酵 素 液,基 質;tributy血(終 末濃

度1緬M),triacetin(i/5.A・1),測 定 はtributy}・inを 墓

質 と した時 はpH7・6,triacetinの 時 はpH7・0で 行 つ

た｡温 度37つC｡数1直 は阻 害 剤 非 添 加 の 場 合 の 酵 素 活性

に対 す る阻 害剤 添 加 酵 繋 の 活 性 度(%)を 示 す

12
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、謡 騨 蟄

tributyri=【 コk

triaeetiヱ1

憲 一 ド

(1x】o鼎2M)

ハU

5

,

4

ア トキ シ
に ルレ

(5× 】0縣3】～1)

39

80

塩 酸 キ ニ
ー ネ

(5xIO"3.M)

43

餌

第3節 チモ テー菌エステラーゼ について

チモテ ー菌粗酵 素液 の各種 エステル分解作用 に対す る

加熱 の影響は,鳥 型菌の場合 と異 り,い ずれの場合 も加

熱 に対 して不安定 であ り,基 質 による差異を 認 め な い

(第7表)｡5〈,オ レイ ン酸 ・ヨー ド・ア トキシールの阻

害度 にも基質 による差異を認めない(第8表)｡従 つ てチ

モテー菌では酪酸エステル分解酵素 と酢酸エ ステル分解

酵素 との分離 には成功 していない◎

第7表 チ モテ"菌 エステ ラ帥ゼの基質 による

耐熱性の差異

酵素液:チ モテー菌粗酵素液,pH7.0に て種々の温

度 で各10分 間加熱 し,冷 却後各 々O、5mtを とり,表 記

の基質に対 す る水解 力を測定 した

実験条件 は本丈 に記載の通 りであ る｡数 値は第3表 に

同 じ

うち最 も強い弼熱牲 を示す ものは,鳥 型菌型の酪酸 エス

テル分解酵素であ り,こ の酵素は後述 の如 く単離精 製可

能 である｡φ

第9表 抗酸性菌エステ ラーゼの分類

加 熱 各 コ0分

酢酸 エ ス テ ル

ゲ髭

500

EsteraseIEgteraseII

(チ モ テ ー 菌 型)(鳥 型 菌 型)

heat-1abileheat-stable

6・・i7・Qi8・ ・!9・ ・

一
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紛
罪
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↑q
饗
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むoo

イ

ァ

ー

レ

◎

オ

ド

9
・

↓紛1働80↑○

基 質

tributyrin

ethylbutyrate

trlacetin

ethyユacetate

Q
ゾ

3

8

僧/

《U

5

8

9

R
)

(U

PO

つ
e

11;00

-0・0

為OO｡

36

騒

O

AU

翻1剖:
第8表 チ モ テ ー菌 エ ス テ ラー ゼ に対 す る阻 害

剤 の 影 響

酵 素 液:チ モ テ ー菌粗 酵 紫 液,基 質 の 終 末 濃 度 はtri-

butyrinの み1紬M,他 は す べ て1/5M,測 定 はtriace-

tinをi基 質 と した時 はpH7.0,他 の エ ス テ ル を基 質 と し

た時 はす べ てprl7・6で 行 つ た｡温 度37｡C,数 値 は第

6表 に同 じ

＼ 運 翻 轍)オ イ 職 抽 一 ド ㌃ 抄

墓 質 ＼(le-・ ・.Xfノ(lxlfi-2AI)(5×1fi-・M)

t曲 殺ty・in 20.4 3192

ethylbRty}ate 28 3555

trheet加 65 49-一

ethylacetate 61 8276

第4節 抗 酸性菌 エステラーゼの分類

前述の実験 より抗酸 性菌 のエステラーゼ には,耐 熱性

を示すESterase皿(鳥 型菌型)と 非 耐熱性 のEsteraseI

(チモ テー菌型)の2型 が あ り,Esterasellは 更に耐熱性

の程 度 と,阻 害剤に対 す る態度 から,主 として酪酸 ・プ

ロピオン酸 ・ヴァ レ リア ン酸 のエステルを分解する酵素

と,主 として酢酸 エ ステルを分解す る酵素の2種 類が存

在す ると考えられる｡Este聖aseIで は この2種 類の酵素

作用を分け ることは出来 ない(第9表)｡こ れ等 の酵素の

第5節 耐 熱性 酪 酸 エ ス テル 分 解酵 素 の精 製 と

そ の性 状

グ リセ リン ブイ ヨ ン上 に発 育 した鳥 型 菌(竹 尾 殊)よ り

第10表 の方 法 に従 つ て抽 出精 製 した 酵素Pゴ は,粗 酵

素E1の 約15倍 の酵 素 活 性 を 有 し,水 に易 溶 で あ るが ア セ

トン ・エ タノ ール ・メタ ノ ール ・エ ー テル に難 溶性 で あ

る｡そ の水 溶 液 は キ サ ン トプ ロテ イ ン ・ミロ ン｡ニ ン ヒ

ド リン｡ビ ュ ー レッ ト ・モ ー リッ シ ュ反 応 は す べ て陽 性

～ で あ り
,透 析 に よる活 性 の 低 下 は認 め られ な い｡本 酵 素

の 至適pHは7.4,ミ カ エ リス恒 数 は1.6x10繍3M(基

質:tributyrin)で,triaeetin分 解 力 は,tributyrim分

解 力 に較 べ る と極 め て弱 い｡こ の精 製酵 素 も粗 酵素 と同

様 に強 い耐 熱 性 を 示 し(第5図),そ の 耐熱 度 は アル カ リ

側 に お い て著 明 で あ る(第6図)｡酸 加水 分解 物 につ い て

ペ ーパ ー ク ロ マ トグ ラ フィ ーを 行 うと,ア ル ギ ニ/・ ヒ

スチ ヂ ン ・リジ ン｡プ ロ リン ・ヴ ァ リ ン ・フ ェ ニ ー ル ア

ラ ニ ン ・ロイ シ ン ・チ ロヂ ン ・ア ラ ニ ン ・ス レ オ ニ ン ・

第11表 精製 酵 素P、 に及 ぼ す 種 々の物 質 の影 響

精 製 酵 素液O.2ml,9.6x10'-2MtributyriRO.5ml,

添 加 剤(す べ て 中性 の水 溶 液 とす)0.2ml,0・037M重 曹

加0.9%食 塩 水1.5ml,ガ ス腔 を5%CO2加N2で 充

す(pH7.6)｡測 定 温 度37｡C,数 値 は第6表 に 同 じ

＼ 終末濃度

＼.添加薬剤 ㌦＼

ヨ ー ド

塩 酸 キ ニー ネ

ア トキ シ ール

赤 血 塩

オ レイ ン酸 ソ ーダ

酪 酸 ソ ー ダ
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ス ト リキ ニ ー ネ
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M/200
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0
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0

0
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1
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1銘
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1

1

1

1

1

1
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第io表

鳥型 菌(竹 尾株)グ リセ リン ブ イ ヨ ン3日 目

菌 体

↓
ア セ トン｡エ ーテ 生レ脱 脂,乾 燥

↓

海 砂 と共 に 乳鉢 中 にて 磨 砕

↓

約50倍 量 のN/4ア ン モ ニ ア水 にて 抽 出(1夜 氷 室)
↓

↓ ↓

上 清 沈 渣φ ↓

約20倍 量 のN/4ア ン モ=:,ア 水 にて 抽 出(1夜 氷 室)

↓

↓ ↓

上 清,沈 澄
・{

↓
中 和E((～CO2;317)(E.E.=40500)

70｡C,10分 加熱E三(Q(TO,=160)(E｡E.=26100y

↓

↓ ↓

上 清1立 に対 し 沈 流

二轡 締:急酸 鋤 灘 繍 ・

1ヌ ツチ'に て吸 引濾過叉 は迦 澱
吸 着 物

↓
N/4ア ン モ ニ ア水 にて 誘 出(1夜 氷 室)

↓

中 和 」;2(～CO2=416)(E.E.=14500)

↓

同量 のM/4酢 酸 カ ノレシ ウ ム添 加

↓,

上 清

↓

蒸 溜 水 透 析(コ ロヂ オ ン膜 中1日)

↓
内 液E3

↓

中 性 に保 ちつ つ,硫 酸 ア ンモ ニ ウ ム75%飽 和 とす

↓

↓ ↓

上 夢 清 沈 澄

↓

少 量 の 蒸 溜 水 に溶 解

↓

蒸 溜 水 透 析(コ ロヂ オ ン膜 中1昼 夜)

↓

内 液

↓

4倍 量 ア セ トン添 加

↓ 気

沈 澱

ll

精 製 酵 素P1(QcO2ニ2280)(E.E、=1080)

QeC2=60分 間 に発 生 せ る('Ot・ 量(cmm>/使 用 酵 素量(乾 燥 量rng/

E・E・=基 質 と してM/10tributyrinO｡5meを 使 用 した時 の酵 素lmlに よ り1分 間 に発 生 す るCO2量 が1emm

で あ る時 の酵 素 量 を1E.E.と す

14-一 一



グ リン ン ・セ リン及 び グル タ ミ ン酸 を 認 め た｡本 酵 素 の

水 溶 液 の 吸 収帯 をBeckmanのSpoctrophotemoter(DU

型)を 用 い て しらべ る と,265v～:三 こ極 大 吸 収 を認 め る｡

種 々の 物質 がP1の 酵 素 活 性 に及 ぼ す 影響 は筑11表 に示

第5図 精 製 酵 素P1の 耐 熱性

精 製 酵 素1㌔ の水 溶 液 をpH7.0で 種 々 の温 度 で10

分 間 加 熱 し,冷 却後O.5m9を と1こ残 存 す る酵 素 活性 を

測 定 した ◇ 墓 質 飯b鷹yr加(終 末 濃 度 三んM)◇ 実 験条 件

は第1図 の場 合 に同 じ

lbも

8c

曳 塔

もQ
'性

彦40

多 之｡

6｡e80'iod
加 鱈 濫 墳{itl}raligSi

第6図 精 製 酵 素lkに 対 す る加 熱 とpH

の 影 響

精 製 酵 素IP1の 水 溶 液 を種 々のpHで700C10分 間

加熱 し,冷 却 後O.5mtを と り残 存 す る酵 素活 性 を測 定

した｡墓 質tributyriR(終 末 濃 壌V灘M)｡実 験 条件 は

第1図 の場 合 に同 じ

lGe

、

80

活

性bO

へ
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■w20
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す如 くであ り,ヨ ー ド・ア トキ シール ・塩 酸キニーネ｡

オ レイン酸及びエゼ リンは著 明な阻害作用を与 える｡

第4章 結 論

1ン 鳥型菌のエステラーゼは培養条件の如何 にかかわ

らず常 に耐熱性 を有 している｡

2)抗 酸性菌 のエステ ラーゼには鳥型菌型 の耐熱性エ

ステラーゼ(Esterase皿)と,チ モ テー菌型 の非耐熱性

エステラーゼ(Estera$eI)の2型 が存在す る
｡

3)Estez'aseillは 更 にその耐熱性の差 異 と各種阻害

剤(オ レイン酸 ・ヨー ド・ア トキシール)に 対す る態度

か ら酪酸(プ ロピオン酸 ・ヴァレ リアン酸)エ ステル水

解酵素 と,酢 酸 エステル水解酵素の2種 類に区別す るこ

とが出来 る｡ESteraseIに つ いては この ような区別は

不可能であつた｡

4)最 も強 い耐熱性を示す のは,Esterasellの 酪酸

エステル水解酵素 で,pH7・0,1000C30分 閥 の加 熱を

行つて もなお40～60%の 酵素活性を残 している｡こ の

酵素は単離 精製可能であ り,精 製酵素 もまた耐 熱性を示

し,蛋 白質 又はポ リペ プヂッ ドの性状を有 している｡

院長 渡辺三 郎博士の御校 閲を感謝致 します｡
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